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【手続補正書】
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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１（ＰＣＡＤＭ－１）をコードする単離された核酸で
あって、該核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記単
離された核酸。
【請求項２】
　該単離された核酸が、配列番号：１に対してヌクレオチド番号１９０でアデニン、ヌク
レオチド番号１９１でシトシン、ヌクレオチド番号４６５でシトシン、ヌクレオチド番号
４７５でグアニン、ヌクレオチド番号４８８でグアニン、そしてヌクレオチド番号５０５
でシトシンを含んでなる請求項１の単離された核酸。
【請求項３】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸であって、該核酸の配
列は配列番号：１の配列からなる、上記単離された核酸。
【請求項４】
　該核酸が、それに共有結合しているタグポリペプチドをコードする核酸をさらに含んで
なる請求項１の単離された核酸。
【請求項５】
　該タグポリペプチドが、ｍｙｃタグポリペプチド、グルタチオン－Ｓ－トランスフェラ
ーゼタグポリペプチド、緑色蛍光タンパク質タグポリペプチド、ｍｙｃ－ピルビン酸キナ
ーゼタグポリペプチド、Ｈｉｓ６タグポリペプチド、インフルエンザウイルス赤血球凝集
素タグポリペプチド、フラグタグポリペプチド、およびマルトース結合タンパク質タグポ
リペプチドよりなる群から選択される請求項４の単離された核酸。
【請求項６】
　該核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する核酸をさら
に含んでなる請求項１の単離された核酸。
【請求項７】
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　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸を含んでなるベクター
であって、該核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記
ベクター。
【請求項８】
　該ベクターが、哺乳類癌診断マーカー１をコードする該単離された核酸に操作可能に連
結されたプロモーター／調節配列を特定する核酸をさらに含んでなる請求項７のベクター
。
【請求項９】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする該単離された核酸が、細胞に導入した
場合に発現される請求項８のベクター。
【請求項１０】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸を含んでなる組み換え
細胞であって、該核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、
上記組み換え細胞。
【請求項１１】
　請求項７のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項１２】
　請求項８のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項１３】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸に相補的な単離された
核酸であって、ここで該哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸
は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、該相補的な核酸はアンチ
センスの向きである、上記単離された核酸。
【請求項１４】
　該単離された核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する
核酸をさらに含んでなる請求項１３の単離された核酸。
【請求項１５】
　該単離された核酸が、細胞に導入した場合に発現される請求項１４の単離された核酸。
【請求項１６】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸に相補的な単離された
核酸を含んでなるベクターであって、ここで、哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコー
ドする該単離された核酸はヒト前立腺癌抗原診断マーカー１（配列番号：１）の配列を有
する核酸と相補的な核酸と９９％より大きい同一性を共有し、該相補的な核酸はアンチセ
ンスの向きである、上記ベクター。
【請求項１７】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸に相補的な単離された
核酸を含んでなるベクターであって、ここで該哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコー
ドする単離された核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、該
相補的な核酸はアンチセンスの向きであり、該単離された核酸はそれに操作可能に連結さ
れたプロモーター／調節配列を特定する核酸をさらに含んでなり、さらにここで、該単離
された核酸は細胞に導入した場合に発現される、上記ベクター。
【請求項１８】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸に相補的な単離された
核酸を含んでなる組み換え細胞であって、ここで該哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１を
コードする単離された核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し
、該相補的な核酸はアンチセンスの向きである、上記組み換え細胞。
【請求項１９】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸に相補的な単離された
核酸を含んでなる組み換え細胞であって、ここで該単離された核酸はヒト前立腺癌抗原診
断マーカー１（配列番号：１）の配列を有する核酸と相補的な核酸と９９％より大きい同
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一性を共有し、該相補的な核酸はアンチセンスの向きである、上記組み換え細胞。
【請求項２０】
　請求項１６のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項２１】
　請求項１７のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項２２】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸であって、ここで該前
立腺癌抗原診断マーカー１のアミノ酸配列は、配列番号：２のアミノ酸配列と９９％より
大きい配列同一性を共有する、上記単離された核酸。
【請求項２３】
　該前立腺癌抗原診断マーカー１の該アミノ酸配列が、配列番号：２のアミノ酸配列に対
してアミノ酸残基番号６４でトレオニン（Ｔ）、アミノ酸残基番号１５５でアスパラギン
（Ｎ）、残基番号１５９でアラニン（Ａ）、残基番号１６３でアルギニン（Ｒ）、そして
残基番号１６９でアルギニン（Ｒ）を含んでなる請求項２２の単離された核酸。
【請求項２４】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸であって、ここで該前
立腺癌抗原診断マーカー１のアミノ酸配列は、配列番号：２の配列からなる、上記単離さ
れた核酸。
【請求項２５】
　該核酸が、それに共有結合しているタグポリペプチドをコードする核酸をさらに含んで
なる請求項２４の核酸。
【請求項２６】
　該タグポリペプチドが、ｍｙｃタグポリペプチド、グルタチオン－Ｓ－トランスフェラ
ーゼタグポリペプチド、緑色蛍光タンパク質タグポリペプチド、ｍｙｃ－ピルビン酸キナ
ーゼタグポリペプチド、Ｈｉｓ６タグポリペプチド、インフルエンザウイルス赤血球凝集
素タグポリペプチド、フラグタグポリペプチドおよびマルトース結合タンパク質タグポリ
ペプチドよりなる群から選択される請求項２５の核酸。
【請求項２７】
　該核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列をコードする核酸をさ
らに含んでなる請求項２６の核酸。
【請求項２８】
　請求項２３の核酸を含んでなるベクター。
【請求項２９】
　該ベクターが、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する核酸を
さらに含んでなる請求項２８のベクター。
【請求項３０】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする該単離された核酸が、細胞に導入した
場合に発現される請求項２９のベクター。
【請求項３１】
　請求項２２の単離された核酸を含んでなる組み換え細胞。
【請求項３２】
　請求項２３の単離された核酸を含んでなる組み換え細胞。
【請求項３３】
　請求項２７のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項３４】
　請求項２８のベクターを含んでなる組み換え細胞。
【請求項３５】
　該ベクターが、該細胞に導入した場合に発現される請求項３３の組み換え細胞。
【請求項３６】
　請求項２２の核酸に相補的な単離された核酸であって、該相補的な核酸はアンチセンス
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の向きである、上記単離された核酸。
【請求項３７】
　該相補的な核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する核
酸をさらに含んでなる請求項３６の単離された核酸。
【請求項３８】
　請求項３６の単離された核酸を含んでなるベクター。
【請求項３９】
　該単離された核酸が、細胞に導入した場合に発現される請求項３７の単離された核酸を
含んでなるベクター。
【請求項４０】
　該核酸が、ヒト前立腺癌抗原診断マーカー１（配列番号：１）の配列を有する核酸と相
補的な核酸と９９％より大きい同一性を共有する請求項３６の単離された核酸。
【請求項４１】
　該単離された核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する
核酸をさらに含んでなる請求項４０の単離された核酸。
【請求項４２】
　請求項４０の単離された核酸を含んでなるベクター。
【請求項４３】
　請求項４１の単離された核酸を含んでなるベクター。
【請求項４４】
　該単離された核酸が、細胞に導入した場合に発現される請求項４３のベクター。
【請求項４５】
　請求項４０の単離された核酸を含んでなる組み換え細胞。
【請求項４６】
　請求項４１の単離された核酸を含んでなる組み換え細胞。
【請求項４７】
　該単離された核酸が、該細胞において発現される請求項４６の組み換え細胞。
【請求項４８】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１を含んでなる単離されたポリペプチドであって、該
哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１は配列番号：２のアミノ酸と９９％より大きい配列同
一性を共有する、上記単離されたポリペプチド。
【請求項４９】
　該ポリペプチドが、配列番号：２のアミノ酸配列に対してアミノ酸残基番号６４でトレ
オニン、アミノ酸残基番号１５５でアスパラギン、残基番号１５９でアラニン、残基番号
１６３でアルギニン、そして残基番号１６９でアルギニンを含んでなる請求項４８の単離
されたポリペプチド。
【請求項５０】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１を含んでなる単離されたポリペプチドであって、該
単離されたポリペプチドのアミノ酸配列は配列番号：２からなる、上記単離されたポリペ
プチド。
【請求項５１】
　前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する単離された核酸であって
、該核酸は二本鎖ＤＮＡであり、該単離された核酸は核酸配列ＣＡＣＡＡＴＧ（配列番号
：７）および核酸配列ＣＡＣＡＡＴＧＴＴＴＴＴＧＴ（配列番号：８）よりなる群から選
択される核酸配列を含んでなる、上記単離された核酸。
【請求項５２】
　単離された酵素核酸であって、ここで、該核酸は前立腺癌抗原診断マーカー１をコード
する核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断し、該前立腺癌抗原診断マーカー１をコ
ードする核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記単離
された酵素核酸。
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【請求項５３】
　該単離された酵素核酸の核酸配列が、配列番号：９の配列（ＧＡＴＣＴＴＣＡＧＧＣＴ
ＡＧＣＴＡＣＡＡＣＧＡＧＴＣＣＴＴＧＡ）および配列番号：１０の配列（ＧＴＴＣＣＣ
ＣＡＧＧＣＴＡＧＣＴＡＣＡＡＣＧＡＣＣＣＡＧＧＧＣ）よりなる群から選択される請求
項５２の単離された酵素核酸。
【請求項５４】
　単離された酵素核酸であって、ここで該核酸は前立腺癌抗原診断マーカー１をコードす
る核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断し、ここで該前立腺癌抗原診断マーカー１
をコードする核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、そして
さらにここで、該単離された酵素核酸の配列は、配列番号：９の配列および配列番号：１
０の配列よりなる群から選択される、上記単離された酵素核酸。
【請求項５５】
　単離された酵素核酸であって、ここで該核酸は前立腺癌抗原診断マーカー１をコードす
る核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断し、そしてさらにここで、前立腺癌抗原診
断マーカー１をコードする該核酸は、配列番号：１の配列を有する核酸を含んでなる、上
記単離された酵素核酸。
【請求項５６】
　該酵素核酸が少なくとも一つの結合アームを含んでなり、そしてさらに該結合アームが
配列番号：１に相補的な配列を含んでなる請求項５２の単離された酵素核酸。
【請求項５７】
　該核酸が、それに操作可能に連結されたプロモーター／調節配列を特定する核酸をさら
に含んでなる請求項５２の単離された酵素核酸。
【請求項５８】
　該核酸が「１０～２３」モチーフ構造を含んでなる触媒ドメインを含んでなる請求項５
２の単離された酵素核酸。
【請求項５９】
　該酵素核酸が、触媒コアドメインを含んでなり、そして該ドメインの側面に位置する少
なくとも一つの結合アームをさらに含んでなり、ここで、該結合アームは６～１０個のヌ
クレオチドを含んでなる、請求項５２の単離された酵素核酸。
【請求項６０】
　該側面に位置するヌクレオチドが、配列番号：１に相補的な配列を含んでなる請求項５
９の単離された酵素核酸。
【請求項６１】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断
する単離された酵素核酸であって、ここで、前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする該
核酸によりコードされる前立腺癌抗原診断マーカー１のアミノ酸配列は、配列番号：２の
アミノ酸配列と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記単離された酵素核酸。
【請求項６２】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断
する酵素核酸であって、ここで該前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸は配列番
号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、ここで該酵素核酸は配列ＧＡＴＣ
ＴＴＣＡＧＧＣＴＡＧＣＴＡＣＡＡＣＧＡＧＴＣＣＴＴＧＡ（配列番号：９）および配列
ＧＴＴＣＣＣＣＡＧＧＣＴＡＧＣＴＡＣＡＡＣＧＡＣＣＣＡＧＧＧＣ（配列番号：１０）
を含んでなる、上記酵素核酸。
【請求項６３】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断
する単離された酵素核酸であって、ここで該前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核
酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、ここで該酵素核酸の核
酸配列は配列番号：９の配列および配列番号：１０の配列よりなる群から選択される、上
記単離された酵素核酸。
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【請求項６４】
　該酵素核酸が結合アームを含んでなり、ここで該結合アームは配列番号：１に相補的な
配列を含んでなる、請求項７２の酵素核酸。
【請求項６５】
　該結合アームが６～１０個のヌクレオチドを含んでなる請求項６４の酵素核酸。
【請求項６６】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体であって、こ
こで該ポリペプチドは配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有
する、上記抗体。
【請求項６７】
　該抗体がポリクローナル抗体、モノクローナル抗体、ヒト化抗体、キメラ抗体および合
成抗体よりなる群から選択される請求項６６の抗体。
【請求項６８】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体および製薬学
的に許容しうる担体を含んでなる組成物であって、ここで該ポリペプチドは配列番号：２
のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項６９】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸および製薬学的に許容
しうる担体を含んでなる組成物であって、該核酸は配列番号：１の核酸と９９％より大き
い配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項７０】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１を含んでなる単離されたポリペプチドおよび製薬学
的に許容しうる担体を含んでなる組成物であって、ここで該ポリペプチドは配列番号：２
のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項７１】
　前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する単離された核酸および製
薬学的に許容しうる担体を含んでなる組成物であって、ここで該ポリペプチドは配列番号
：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項７２】
　単離された酵素核酸および製薬学的に許容しうる担体を含んでなる組成物であって、こ
こで該単離された酵素核酸は前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写され
るｍＲＮＡを特異的に切断し、ここで該前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸は
配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項７３】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体および製薬学
的に許容しうる担体を含んでなる組成物であって、ここで該ポリペプチドは配列番号：２
のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する、上記組成物。
【請求項７４】
　哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸を含んでなるトランス
ジェニック非ヒト哺乳類であって、ここで該前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核
酸は配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する、上記トランスジェニ
ック非ヒト哺乳類。
【請求項７５】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸が配列番号：１の核酸と９９％より大き
い配列同一性を共有する哺乳類前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする単離された核酸
に相補的な単離された核酸、前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸が配列番号：
１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する前立腺癌抗原診断マーカー１をコード
する核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断する単離された酵素核酸、およびポリペ
プチドが配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する哺乳類前
立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体、よりなる群から選択さ
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れる少なくとも一つの物質の発現阻害量を有効成分として含んでなる、哺乳類における前
立腺癌抗原診断マーカー１の異常発現により媒介される疾患を処置するための製薬学的組
成物。
【請求項７６】
　該疾患が前立腺癌である請求項７５の製薬学的組成物。
【請求項７７】
　該哺乳類がヒトおよびイヌよりなる群から選択される請求項７６の製薬学的組成物。
【請求項７８】
　血管上皮増殖因子１（ＶＥＧＦ－１）およびメタロプロテイナーゼ２（ＭＭＰ－２）よ
りなる群から選択されるポリペプチドをコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的
に切断する酵素核酸をさらに含んでなる請求項７６の製薬学的組成物。
【請求項７９】
　哺乳類に由来する生体サンプルにおけるＰＣＡＤＭ－１のレベルを評価すること、およ
び該生体サンプルにおけるＰＣＡＤＭ－１のレベルを前立腺癌にかかっていない類似哺乳
類に由来する生体サンプルにおけるＰＣＡＤＭ－１のレベルと比較すること（ここで、該
類似哺乳類に由来する該生体サンプルにおけるＰＣＡＤＭ－１のレベルと比較して該哺乳
類に由来する該生体サンプルにおけるＰＣＡＤＭ－１のより高いレベルは、該哺乳類が前
立腺癌にかかっていることの指標となる）、それにより該哺乳類における前立腺癌を検出
することを含んでなる、哺乳類における前立腺癌を検出する方法。
【請求項８０】
　該哺乳類がヒトおよびイヌよりなる群から選択される請求項７９の方法。
【請求項８１】
　該生体サンプルが、前立腺組織サンプル、血液サンプル、尿サンプル、痰サンプル、腹
膜腔液サンプル、会陰腔液サンプル、胸膜腔液サンプル、精液サンプル、前立腺液サンプ
ル、便サンプルおよび骨髄サンプルよりなる群から選択される請求項７９の方法。
【請求項８２】
　哺乳類に由来する生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特
異的に結合する抗体のレベルを評価すること（ここで該ポリペプチドが配列番号：２のポ
リペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する）、および該生体サンプルにおける
前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体のレベルを前立腺癌に
かかっていない類似哺乳類に由来する生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１
ポリペプチドと特異的に結合する抗体のレベルと比較すること（ここで、該類似哺乳類に
由来する該生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結
合する抗体のレベルと比較して該哺乳類に由来する該生体サンプルにおける前立腺癌抗原
診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体のより高いレベルは、該哺乳類が前
立腺癌にかかっていることの指標となる）、それにより哺乳類における前立腺癌を検出す
ることを含んでなる、哺乳類における前立腺癌を検出する方法。
【請求項８３】
　該哺乳類がヒトおよびイヌよりなる群から選択される請求項８２の方法。
【請求項８４】
　該生体サンプルが、前立腺組織サンプル、血液サンプル、尿サンプル、痰サンプル、腹
膜腔液サンプル、会陰腔液サンプル、胸膜腔液サンプル、精液サンプル、前立腺液サンプ
ル、便サンプルおよび骨髄サンプルよりなる群から選択される請求項８２の方法。
【請求項８５】
　細胞を試験化合物と接触させることおよび該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１
発現のレベルを該試験化合物と接触していないそのほかの点では同一の細胞における前立
腺癌抗原診断マーカー１発現のレベルと比較すること（ここで、該試験化合物と接触して
いない該そのほかの点では同一の細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現のレベル
と比較して該試験化合物と接触させた該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現の
より高いかもしくはより低いレベルは、該試験化合物が細胞における前立腺癌抗原診断マ
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ーカー１の発現に影響を及ぼすことの指標となる）を含んでなる、細胞における前立腺癌
抗原診断マーカー１の発現に影響を及ぼす試験化合物を同定する方法。
【請求項８６】
　細胞を試験化合物と接触させることおよび該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１
発現のレベルを該試験化合物と接触していないそのほかの点では同一の細胞における前立
腺癌抗原診断マーカー１発現のレベルと比較すること（ここで、該試験化合物と接触して
いない該そのほかの点では同一の細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現のレベル
と比較して該試験化合物と接触させた該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現の
より低いレベルは、該試験化合物が細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１の発現を減
少することの指標となる）を含んでなる、細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１の発
現を減少する化合物を同定する方法。
【請求項８７】
　細胞を試験化合物と接触させることおよび該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１
発現のレベルを該試験化合物と接触していないそのほかの点では同一の細胞における前立
腺癌抗原診断マーカー１発現のレベルと比較すること（ここで、該試験化合物と接触して
いない該そのほかの点では同一の細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現のレベル
と比較して該試験化合物と接触させた該細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１発現の
より高いレベルは、該試験化合物が細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１の発現を増
加することの指標となる）を含んでなる、細胞における前立腺癌抗原診断マーカー１の発
現を増加する化合物を同定する方法。
【請求項８８】
　化合物の存在下での前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する二本鎖核酸との前
立腺癌抗原診断マーカー１結合のレベルを該化合物がない場合の前立腺癌抗原診断マーカ
ー１と特異的に結合する該二本鎖核酸との前立腺癌抗原診断マーカー１結合のレベルと比
較すること（ここで、該化合物がない場合の前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合
する該二本鎖核酸との前立腺癌抗原診断マーカー１結合のレベルと比較して該化合物の存
在下での前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する該二本鎖核酸との前立腺癌抗原
診断マーカー１結合のより高いかもしくはより低いレベルは、該化合物が前立腺癌抗原診
断マーカー１と特異的に結合する二本鎖核酸と前立腺癌抗原診断マーカー１との結合に影
響を及ぼすことの指標となる）、それにより前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合
する二本鎖核酸と前立腺癌抗原診断マーカー１との結合に影響を及ぼす化合物を同定する
ことを含んでなり、ここで前立腺癌抗原診断マーカー１が配列番号：２のポリペプチドと
９９％より大きい配列同一性を共有するポリペプチドである、前立腺癌抗原診断マーカー
１と特異的に結合する二本鎖核酸と前立腺癌抗原診断マーカー１との結合に影響を及ぼす
化合物を同定する方法。
【請求項８９】
　前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する該二本鎖核酸が、配列ＣＡＣＧＧＡＴ
Ｇ（配列番号：５）、配列ＣＡＣＡＡＴＧＡ（配列番号：６）、配列ＣＡＣＡＡＴＧ（配
列番号：７）および配列ＣＡＣＡＡＴＧＴＴＴＴＴＧＴ（配列番号：８）よりなる群から
選択される配列を有する請求項８８の方法。
【請求項９０】
　（ａ）前立腺癌抗原診断マーカー１の初期レベルを決定するためにヒトに由来する第一
の生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１のレベルを評価すること；
（ｂ）抗前立腺癌治療の間もしくは後に該ヒトから得られる第二のそのほかの点では同一
の生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１のレベルを評価すること；
（ｃ）該第一の生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１の該レベルを該第二の
生体サンプルにおける前立腺癌抗原診断マーカー１の該レベルと比較すること；および
（ｄ）前立腺癌抗原診断マーカー１のレベルの任意の減少を該抗前立腺癌治療の効果と相
関させること、
　それにより前立腺癌にかかっているヒトの処置をモニターすること
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を含んでなり、ここで前立腺癌抗原診断マーカー１が、配列番号：２のポリペプチドと９
９％より大きい配列同一性を共有するポリペプチドおよび配列番号：１の核酸と９９％よ
り大きい配列同一性を共有する核酸からなる群の少なくとも１つである、前立腺癌にかか
っているヒトの処置をモニターする方法。
【請求項９１】
　該方法が、該前立腺癌の存続期間、該ヒトの寿命および該抗前立腺癌治療の期間よりな
る群から選択される期間の間（ｂ）～（ｄ）を繰り返すことをさらに含んでなる請求項９
０の方法。
【請求項９２】
　前立腺癌抗原診断マーカー１の該レベルが、前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする
核酸を検出する方法および前立腺癌抗原診断マーカー１を検出する方法よりなる群から選
択される方法を用いて評価される請求項９０の方法。
【請求項９３】
　前立腺癌抗原診断マーカー１を検出する該方法が、前立腺癌抗原診断マーカー１と特異
的に結合する抗体を検出する方法および前立腺癌マーカー１と特異的に結合する二本鎖核
酸の結合を検出する方法（ここで、該核酸は、配列番号：５の配列を有する核酸、配列番
号：６の配列を有する核酸、配列番号：７の配列を有する核酸および配列番号：８の配列
を有する核酸よりなる群から選択される）よりなる群から選択される請求項９０の方法。
【請求項９４】
　配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する前立腺癌抗原診
断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する抗体、前立腺癌抗原診断マーカー１をコー
ドする核酸に相補的な単離された核酸（該相補的な核酸はアンチセンスの向きである）、
および前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるＲＮＡを特異的に切
断する単離された酵素核酸よりなる群から選択される少なくとも一つの分子の前立腺癌抗
原診断マーカー１発現阻害量を含んでなり、ここで前立腺癌抗原診断マーカー１をコード
する核酸が配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、アプリケーター
、およびその使用のための説明用資料をさらに含んでなる、哺乳類における前立腺癌抗原
診断マーカー１の異常発現により媒介される疾患を軽減するためのキット。
【請求項９５】
　該疾患が前立腺癌である請求項９４のキット。
【請求項９６】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるＲＮＡを特異的に切断す
る該単離された酵素核酸が、配列番号：９の配列および配列番号：１０の配列よりなる群
から選択される配列を含んでなる請求項９４のキット。
【請求項９７】
　血管上皮増殖因子１（ＶＥＧＦ－１）およびメタロプロテイナーゼ２（ＭＭＰ－２）よ
りなる群から選択されるポリペプチドをコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的
に切断する酵素核酸をさらに含んでなる請求項９４のキット。
【請求項９８】
　配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する前立腺癌抗原診
断マーカー１ポリペプチドに特異的と結合する抗体、前立腺癌抗原診断マーカー１をコー
ドする核酸に相補的な単離された核酸（該相補的な核酸はアンチセンスの向きである）、
および前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に
切断する単離された酵素核酸よりなる群から選択される少なくとも一つの分子の前立腺癌
抗原診断マーカー１発現阻害量を含んでなんでなり、ここで前立腺癌抗原診断マーカー１
をコードする核酸が配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、アプリ
ケーター、およびその使用のための説明用資料をさらに含んでなる、哺乳類における前立
腺癌抗原診断マーカー１の異常発現により媒介される疾患を処置するためのキット。
【請求項９９】
　前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する分子を含んでなり、アプリケーター、
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およびその使用のための説明用資料をさらに含んでなる、サンプルにおける前立腺癌抗原
診断マーカー１のレベルを評価するためのキットであり、ここで該前立腺癌抗原診断マー
カー１が配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有するポリペプ
チドである、上記キット。
【請求項１００】
　前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する該分子が、前立腺癌抗原診断マーカー
１と特異的に結合する抗体および前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する二本鎖
核酸よりなる群から選択される請求項９９のキット。
【請求項１０１】
　前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する該二本鎖核酸が、配列ＣＡＣＧＧＡＴ
Ｇ（配列番号：５）、配列ＣＡＣＡＡＴＧＡ（配列番号：６）、配列ＣＡＣＡＡＴＧ（配
列番号：７）および配列ＣＡＣＡＡＴＧＴＴＴＴＴＧＴ（配列番号：８）よりなる群から
選択される配列を含んでなる請求項１００のキット。
【請求項１０２】
　配列番号：２のポリペプチドと９９％より大きい配列同一性を共有する前立腺癌抗原診
断マーカー１ポリペプチドともしくは前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする配列番号
：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有する核酸と、特異的に結合する分子を含
んでなり、アプリケーター、およびその使用のための説明用資料をさらに含んでなる、哺
乳類における前立腺癌抗原診断マーカー１を検出するためのキット。
【請求項１０３】
　該哺乳類がイヌおよびヒトよりなる群から選択される請求項１０２のキット。
【請求項１０４】
　前立腺癌抗原診断マーカー１ポリペプチドと特異的に結合する該分子が、前立腺癌抗原
診断マーカー１と特異的に結合する抗体および前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結
合する二本鎖核酸よりなる群から選択される請求項１０２のキット。
【請求項１０５】
　前立腺癌抗原診断マーカー１と特異的に結合する該二本鎖核酸が、配列ＣＡＣＧＧＡＴ
Ｇ（配列番号：５）、配列ＣＡＣＡＡＴＧＡ（配列番号：６）、配列ＣＡＣＡＡＴＧ（配
列番号：７）および配列ＣＡＣＡＡＴＧＴＴＴＴＴＧＴ（配列番号：８）よりなる群から
選択される配列を含んでなる請求項１０４のキット。
【請求項１０６】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸と特異的に結合する該分子が、配列番号
：１の配列と９９％より大きい配列同一性を共有する核酸と相補的な核酸よりなる群から
選択される請求項１０２のキット。
【請求項１０７】
　ＰＣＡＤＭ－１をコードするｍＲＮＡを特異的に切断するＤＮＡ酵素を設計する方法で
あって、ここで該ｍＲＮＡが配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有す
る核酸によってコードされ、（ａ）触媒コアドメインを含んでなる試験核酸を合成するこ
と（ここで、該コアドメインは、相補的アームを含んでなる核酸が側面に位置し、そして
ここで、該相補的アームの配列は、配列番号：１の配列を含んでなる配列と相補的な配列
から選択され、そしてさらにここで、該相補的アーム配列は８～１０ヌクレオチドの長さ
である）、および（ｂ）該試験核酸が、ＰＣＡＤＭ－１をコードするｍＲＮＡを特異的に
切断するかどうかを評価すること、それによりＰＣＡＤＭ－１をコードするｍＲＮＡを特
異的に切断するＤＮＡ酵素を設計することを含んでなる、上記方法。
【請求項１０８】
　ＰＣＡＤＭ－１をコードするｍＲＮＡを特異的に切断するＤＮＡ酵素を同定する方法で
あって、ここで該ｍＲＮＡが配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有す
る核酸によってコードされ、（ａ）結合アームを含んでなる核酸が側面に位置する触媒コ
アドメインを含んでなる試験核酸を合成すること（ここで、該結合アームの配列は、翻訳
開始部位に対して配列番号：１のヌクレオチド－９～ヌクレオチド＋４５０を含んでなる
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配列に相補的であり、そしてさらにここで、該結合アーム配列は８～１０ヌクレオチドの
長さである）、および（ｂ）該試験核酸が、ＰＣＡＤＭ－１をコードするリボ核酸を特異
的に切断するかどうかを評価すること、それによりＰＣＡＤＭ－１をコードするリボ核酸
を特異的に切断するＤＮＡ酵素を同定することを含んでなる、上記方法。
【請求項１０９】
　該結合アームの該配列が、該翻訳開始部位に対して配列番号：１のヌクレオチド＋１５
５～ヌクレオチド＋１７１を含んでなる配列に相補的である請求項１０８の方法。
【請求項１１０】
　該結合アームの該配列が、該翻訳開始部位に対して配列番号：１のヌクレオチド－７～
ヌクレオチド＋９を含んでなる配列に相補的である請求項１０８の方法。
【請求項１１１】
　前立腺癌抗原診断マーカー１をコードする核酸から転写されるｍＲＮＡを特異的に切断
する単離された酵素核酸を有効成分として含んでなり、ここで該前立腺癌抗原診断マーカ
ー１をコードする核酸が配列番号：１の核酸と９９％より大きい配列同一性を共有し、そ
れにより該細胞における該前立腺癌抗原診断マーカー１の発現を阻害する、細胞における
前立腺癌抗原診断マーカー１の発現を阻害するための製薬学的組成物。
【請求項１１２】
　該単離された酵素核酸が、配列番号：９の配列を有する酵素核酸および配列番号：１０
の配列を有する酵素核酸よりなる群から選択される請求項１１１の製薬学的組成物。


	header
	written-amendment

